
27

ᶘ 

ڭ
ҭ
活
動
│

　広報活動の一として、学Ԃ内外の特定機関や施設などから講演依頼があれば、出来るだけ要望にԠえることで、食と

栄養に関する情報を発৴している。

˗ΞϨϧΪʔେֶژ࠲ߨ

　৬場で働く食のઐ家、アレルΪー患者やその家族な

どを対象に、アレルΪーに関する知識と技術を身につけ、

食物アレルΪーマイスターの資格が授༩されるアレルΪー

大学講座（基礎・初ڃ、中ڃ、上ڃ）が、全国８会場（Ѫ

知、੩岡、三重、ذෞ、ઍ༿、新ׁ、京都、ԭೄ）で、

延べ４ઍ名をえる受講生を対象として毎年６月～11

月にかけて開催されている。平成27年～29年には京都

会場の一部を栄養クリニックで開催し、その一コマの講

師要を受けて実施したが、今年は会場を下記に変ߋし

て実施された。

◉◉ओ࠵：ೝ定NPO法人アレルΪーࢧ援ネットϫーク

◉◉講2018：࠲年第13期「アレルΪー大学京都」

◉◉日時：平成30年６月３日（日）10：45～12：15

◉◉場所：京都市生֔学習૯合センター山科・アスニー山

科

◉◉対象者：アレルΪーࢧ援ネットϫークਖ਼会員　30名

ೕ༮ظࣇのӫཆとཱݙ
� 講師：木戸詔子

　授乳期では、乳栄養と人栄養の栄養特性、乳は

乳児に対Ԡして初乳から成乳に成分が変化するだけでな

く、免疫機能・容面や、子関係、産後の体回෮、

生活習慣පなどのからも優れていること、ڇ乳アレル

Ϊーへの対Ԡについて説明した。

　離乳食では、栄養バランスのとれた離乳食の基本的な

考え方、かむ学習、ফ化機能、五感、特に味֮ܗ成の発

ୡや食リズムのܗ成上から離乳食は重要な役割をもって

いることを説明し、具体的な離乳食の進め方、手ͮかみ

食べの重要性、果汁のฐ害などについて述べた。また、

2000年ࠒから乳栄養児で、親のビタミン%ෆ足に

පの発症ܥ因した、新生児や乳児のѱ性जᙾ、ਆ経ى

など、深ࠁなঢ়ଶがクローズアップされ、乳児の成長の

げになっている。この実ଶ調査から、්や授乳්の

食事や日ޫཋෆ足が児や乳児に重大なӨڹをٴ΅すこ

とから、乳児、්、授乳්の日ޫཋがਪ進されている

ことを紹介した。

　五感の発ୡがめざましい༮児期では、食体験の大切さ、

食に対する学習ڥを整えることの大切さを具体的に述

べた。食べ物のきݏいや量ムラは自我の芽生えと前向

きにとらえ、ૣ৸ૣىきの習慣、ۭෲঢ়ଶをつくる、親

の決めつけをආけることの大切さを述べた。子どものภ

食の対Ԡ策として、だしはࠛ布だし、ࢎ味はマイルドな

味、ۤ味のある野菜、魚、きのこ、ւの具体的な調ࢎ

理法を紹介した。子どもの味֮ܗ成は、ബ味でないとਖ਼

常な発ୡが望めないこと、また、食事を美味しく食べる

ことは、健全な成長をଅすだけでなく、免疫力の向上、

人間ܗ成上からも重要であることを説明した。

　乳༮児期の献立の考え方について、「日本人のための

食事摂取基準2015年൛」の基本の理解、「厚生労働省報

告書・食を通じた子どもの健全育成（いわゆる食育のࢹ

から）の在り方に関するݕ౼会」の授乳・離乳期、༮

児期のͶらいと目ඪについて解説し、３つの食品܈を用

いた献立作成の基本的な考え方をࣔした。

　最後に、食物アレルΪーの予防と対Ԡの基本とܲ卵・

乳アレルΪーの献立のల開例、卵白アレルΪーでも҆ڇ

心して使える卵黄の分離や家庭や外食でのトラブルにつ

いて、具体例をࣔしながら解説した。

ಈ׆ҭڭ
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◉◉感想

　乳児の栄養に関する研究成果など、最新の情報を知る

ことができ勉強になった。何となくわかっていると思っ

ていたことが明解になり、これから実践していく上で、

役立ちます。卵黄と卵白の完全な分離法や茹で卵では卵

白オボムコイドが卵黄へ移行することを初めて知り、今

後の業務に役立つことが多くとてもよかった。楽しく食

事をすることの大切さがわかり、自分がこれまでやって

いたことを見直すことができました。

　皆さん熱心にメモをとられており、質問も多く、参加

者から沢山の資料を使って分かり易い説明で充実した講

義が受けられ、大変有益であったとの感想をいただいた。

� （木戸詔子）

˗ত��৯ֶՊଔۀੜಉ૭ձߨԋ

　昭和55年本学食物学科卒業生からの依頼で栄養クリ

ニックの施設見学会および講演を行った。

◉◉日時：平成30年11月17日（土）14：00～16：00

◉◉場所：栄養クリニック２F

◉◉参加者：28名

健康長寿の食生活
～骨粗しょう症と認知症の予防～
� 講師：木戸　詔子　

　はじめに、栄養クリニックの開設目的と施設紹介や主

な活動内容を紹介した。

　「骨粗しょう症の予防」では、骨粗しょう症の診断基

準、脆弱性骨折の特徴、円背とその障害について解説し

た後、体重の１/５を占める骨が骨芽細胞と破骨細胞の

働きで、常に一定の強さと質のよい骨を維持している仕

組み、２～５年で全ての骨が入れ替わり、毎日、どこか

で３～６％の骨がつくり替えられているため、骨の主材

料であるカルシウムの摂取と骨芽細胞を活性化する運動

が毎日必要であることなどを解説した。また、骨粗しょ

う症を含む運動器の疾患（ロコモティブシンドローム）

が、介護要因の一位を占めることから、家庭でのロコ

チェックやロコモ度テストを受けることの大切さ、また、

加齢に伴う筋肉量と筋肉機能の低下（サルコペニア）を

予防する大切さを述べ、サルコペニアの診断基準とその

対策について解説し、最後に骨を強くするための具体的

な生活習慣のポイントを紹介した。
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　「ೝ知症の予防」では、ೝ知症患者数の実ଶと今後の

予測データの紹介、アルツϋイマーܕೝ知症発症のメカ

ニズム、イΪリスのೝ知症予防政策例、日本でのೝ知症

を予防するエビデンスデータの紹介、高齢者のフレイル

とೝ知症の関係などを解説した後、ೝ知症（弱体質ڏ）

を予防する食生活や運動の効果を紹介し、骨粗しょう症

もೝ知症も予防できる疾患であることを強調した。

◉◉参加者の感想：ٱしぶりに校で講演を聞き、大学生

のࠒにؼった気分でした。最新の研究動向を౿まえた

ઐ知識をわかりやすく教えて下さり、大変勉強にな

り、強いܹを受けました。栄養クリニックの地域貢

献の意義深さにも感心しました。ૣ、骨粗しょう症

やೝ知症の予防のために、栄養のとり方を意識し、毎

日の運動を心ֻけたいと思います。

� （木戸詔子）
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